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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年２月１３日 ０６時５０分頃 

発生場所 愛知県名古屋港第１区昭和ふ頭４１号岸壁 

名古屋港高潮防波堤中央堤西灯台から真方位０４６°６.０海里付

近 

 （概位 北緯３５°０４.７′ 東経１３６°５３.４′） 

事故の概要  係留中のケミカルタンカー新豊川
しんとよかわ

丸の操舵機室で火災が発生した。 

新豊川丸の機関士が負傷し、新豊川丸の操舵機室天井等に焼損を生

じた。 

事故調査の経過  令和７年２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ケミカルタンカー 新豊川丸、４９８トン 

１４０６９４、玄海汽船株式会社、辰巳ロジフォード株式会社、株

式会社辰巳商会（Ａ社） 

６５.０５ｍ×９.８０ｍ×４.６５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、船内機、７３６kＷ、平成１９年１１月 

（写真１、写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船船首       写真２ 本船船尾 

 乗組員等に関する情報 船長 ６２歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和６３年４月１５日 

  免 許 証 交 付 日 令和５年３月２２日 

  免状有効期間満了日 令和１０年６月８日 

機関長 ５５歳 



- 2 - 

 
*1  「始動器盤」とは、電動機を始動、停止及び保護するための制御装置をまとめた配電盤のような役割を持つ盤面

であり、遠隔スイッチは、甲板機械や電動機の機側で始動及び停止の操作ができるよう設置されることがある。

（図１、図２参照） 

 五級海技士（機関）（機関限定） 

  免 許 年 月 日 平成７年１月３０日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和６年８月２８日 

  免状有効期間満了日 令和１２年２月２７日 

機関士 ７５歳 

 四級海技士（機関）（機関限定） 

  免 許 年 月 日 平成１２年６月２２日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和２年３月２５日 

  免状有効期間満了日 令和７年６月２１日 

 死傷者等 軽傷 １人（機関士） 

 損傷 操舵機室天井、船首甲板油圧ポンプ始動器盤*1（以下「本件始動器

盤」という。）等に焼損（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ７、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 

愛知県名古屋市には、２月１３日０４時２０分に強風注意報が発表

され、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過 

 

 

 

 本船は、船長、機関長及び機関士ほか３人が乗り組み、令和７年２

月１２日１２時１０分頃、名古屋港昭和ふ頭４１号岸壁に接岸する予

定であった。 

 機関長は、船首空所に入り、同空所の右舷側壁に設置された船首甲

板油圧ポンプ（以下「本件油圧ポンプ」という。）遠隔始動停止ス 

イッチ（以下「遠隔スイッチ」という。）の始動ボタンを接として、

本件油圧ポンプを始動してウィンドラスを運転できるようにした。 

 機関長は、接岸作業終了後、本件油圧ポンプを遠隔スイッチ及び本

件始動器盤の停止ボタンで止めようとしたものの停止できなかったの

で、機関室に入って交流２２０Ｖ給電盤の本件油圧ポンプの配線用遮

 

図１ 操舵機室の損傷状況 

本件始動器盤 
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断器（以下「給電盤付遮断器」という。）を切って本件油圧ポンプの

運転を止めた。 

 機関長は、遠隔スイッチの接触不良と思い、機関士及び乗組員１人

（以下「機関員」という。）と共に遠隔スイッチを取り替えたが、取

替前と同様に本件油圧ポンプの遠隔停止ができなかった。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機関長は、乗組員による点検では遠隔スイッチの不具合の要因が明

らかにできないと思い、Ａ社担当者に本件油圧ポンプの電気系統の点

検整備を依頼したところ、本件始動器盤の製造会社代理店（以下「代

理店」という。）が１３日午後、点検整備に来船することになった。 

 機関長は、本事故当日０６時３０分頃、風が強くなって係留索を増

やす作業を行う際、陸上電源から船内電源に切り替えて本件油圧ポン

プを使用した後、船内電源から陸上電源に切り替えた。 

 機関長は、本事故当日の午後に代理店が訪船して本件始動器盤の点

検整備を行うことを把握していたものの、事前に本件始動器盤の現状

を把握しておこうと思い、給電盤付遮断器を入れて機関士及び機関員

と共に本件始動器盤が設置された操舵機室に移動した。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図２ 一般配置図（一部抜粋）（Ａ社提供） 

操舵機室 空所 

船橋 

本件油圧ポンプ 

本件始動器盤 

遠隔スイッチ 

ウィンドラス 
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 操舵機室において、機関士は、機関長から本件始動器盤を点検する

よう指示を受け、本件始動器盤に向かって立ち、機関長及び機関員

は、機関士の左側約２ｍ付近に立っていた。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機関士は、０６時５０分頃、本件始動器盤の開き戸を開け、配線用

遮断器を入れたまま、胸ポケットに挿していたプラスチック製ボール

ペン（以下単に「ボールペン」という。）を右手に持ち、各電磁接触

器（ブレーカー、以下「ＭＣ」という。）及び電気配線端子をボール

ペンで触りながら点検を始めた。 

 機関士は、順次点検を続けていたところ本件始動器盤から「バー

ン」という大きな音が響いて火花が吹き出し、体に衝撃を受けてその

場に倒れ込んだ。同時に本件始動器盤から出火するのを認めた。（図

５参照） 

 

 

        操舵機室右舷側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 本件始動器盤の点検状況 

 

本件始動器盤 

 
図３ 操舵機室の機器配置概略図 

操舵機 

本件油圧ポンプ 

船尾甲板油圧ポンプ 

本件始動器盤 

操舵機用ポンプユニット 

本件始動器盤 

機関長 
機関員 

機関士 

ボールペン 
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*2   「スターデルタ（Ｙ－Δ）始動方式｣とは、三相交流の電源を使用する誘導電動機の始動時に用いる

始動方法の一つをいい、電動機を始動する際、始動トルクは下がるものの巻線の線間電流を抑制

して、発電機や電力系統への負荷変動を軽減することができる利点がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機関長及び機関員は、倒れ込んだ機関士を船橋区画のサロンに搬送

し、他の乗組員に応急手当及び船長への報告を依頼した。その後、機

関長は、別の乗組員及び機関員と共に持運び式粉末消火器（ＡＢＣ

型）を携行し、操舵機室に移動して消火作業に当たった。 

 船長は、報告を受けて船橋から操舵機室に移動して状況を確認した

ところ黒煙が立ち込めており、これ以上消火作業を続けさせると機関

長等に危険が及ぶと判断し、消火作業をやめさせて避難を指示して操

舵機室を閉鎖した。 

 船長は、船橋に移動し、０７時１０分頃消防へ本事故及び負傷者の

発生を通報するとともに、Ａ社に同様の報告を行った。 

 本船は、０７時３０分頃、駆けつけた消防隊員によって消火作業が

行われ、０８時５０分頃鎮火した。 

 機関士は、救急車によって名古屋市内の病院に搬送され、医師によ

る診察の結果、右下腿
たい

２度熱傷、通院加療約２～４週間と診断され

た。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本件油圧ポンプの本件始動器盤に関する情報 

① 本件油圧ポンプは、電動油圧式のウィンドラス（定格出力 

３０kＷ）２機を駆動するためのもので、電源が三相交流２２０

Ｖ、６０Ｈzであった。  

② 本件油圧ポンプには、電動機のスターデルタ（Ｙ－Δ）始動

方式*2（以下「Ｙ－Δ始動方式」という。）が採用されていた。

（図６参照） 

  Ｙ－Δ始動方式では、本件油圧ポンプ始動時にＹ結線用ＭＣ

を接として電動機を始動し、その後Δ結線用ＭＣを作動させて

通常の連続運転に切り替える。注意を要する点は、図６に示す

    
本件始動器盤の前面         前面扉の裏面         本件始動器盤内部の状態 

図５ 本件始動器盤の損傷状態 
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Ｙ結線用ＭＣ及びΔ結線用ＭＣが同時に作動すると線間（異

相）が短絡することとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 本件始動器盤の点検に関する情報 

   機関長及び機関士によれば、次のとおりであった。 

   ① 機関長及び機関士は、本件油圧ポンプ、操舵装置等の運転に

支障がなかったので、始動器盤の点検を行ったことがなく、本

件始動器盤におけるＹ－Δ始動方式の理解が曖昧で、各ＭＣ等

の作動状態を把握していなかった。 

② 本事故当時、本件始動器盤内部の焼損の有無を確認するだけ

のつもりであったが、機関士が、ボールペンで各ＭＣ及び端子

盤に接続した電気配線の端子を触りながら状態を確認してい

た。 

③ 機関士は、通電状態で本件始動器盤の点検を行う際、感電防

止のための絶縁用のゴム手袋、ゴム長ぐつ、保護めがね等の保

護具が未着用であった。 

(3) 本件始動器盤の損傷状態 

   本件始動器盤の損傷状態は、現場調査の結果、次のとおりで 

あった。 

① Δ結線用ＭＣは、図７右図のとおりＲ相及びＴ相の主接点に

黒色の焦げ跡、溶損及び溶融粒の付着があって、接点が接と 

  

電流Ｉ 
電動機の巻線 

抵抗Ｚ 
電圧Ｖ 

R S T：電源線の各相を示す名称 

本件始動器盤の配線用遮断器 

ＭＣ 

Ｙ結線用ＭＣ 

（始動時に接） 

 

電動機 

Δ結線用ＭＣ 

（通常の連続運転時に接） 

図６ 本件始動器盤のＹ－Δ始動方式（Ｙ－Δ回路）結線概略図 

   

Ｙ結線 

   

Δ結線 
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*3   「アーク痕」とは、アーク放電によって局所に高温が発生した際、導体表面が溶融、蒸発した痕、黒色の焼けた

痕のことをいう。「アーク放電」とは、気体中で電圧が加わったとき、電流が火花のように連続的に流れる現象

をいい、非常に高温（数千～数万℃）となって電気火災の要因となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なっていた。 

  ② Δ結線用ＭＣの主接点が接となっていたので、遠隔スイッチ

等の停止ボタンを押しても通電が断とならず、電動機が停止で

きなかった。また、電動機始動時に回路を切り替えることがで

きず、Ｙ結線回路が使えなかった。 

③ Ｙ結線用ＭＣは、焼損が酷い状態であった。 

④ 本件始動器盤内部及び前面扉には、黒色及び灰色の煤
すす

の付着

及びアーク痕*3が残っていた。 

（図５、図７、図８ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               焼損                    溶損 

    

左：Ｙ結線用ＭＣ  右：Δ結線用ＭＣ             Δ結線用ＭＣのカバー取外し状態 

図７ 本件始動器盤内のＭＣの状態 

Ｒ相 Ｓ相 Ｔ相 

    

Ｙ結線用ＭＣ          焼損したＹＣ結線用ＭＣと同等品 

図８ Ｙ結線用ＭＣの状態 

主接点が下がった状態 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 出火のメカニズム及び場所に関する解析 

  ① 本件始動器盤は、Δ結線用ＭＣが接となっていたことから、

本事故当時、主接点の溶着又は可動部の機械的固着が生じてい

たものと考えられる。 

   ② 機関士は、本件始動器盤を点検する際、電源を供給したまま

ボールペンでＹ結線用ＭＣの主接点を押したことから、三相交

流の異相間が短絡して過電流が流れ、火花及びアーク放電が発

生して本件始動器盤が焼損したものと考えられる。 

  ③ 出火場所は、次のことから、本件始動器盤であったものと考

えられる。 

ａ 本事故時、機関長が、本件始動器盤内から衝撃音がして火

花が吹き出して出火するのを認めており、また、本件始動器

盤内部及び前面扉のアーク痕は短絡が生じたことを示すもの

である。 

ｂ Δ結線用ＭＣには主接点に溶損及び溶融粒の付着が、ま

た、Ｙ結線用ＭＣには焼損が生じていたことから、両ＭＣに

過電流が流れたことを示すものである。 

  ④ ①～③から、本船は、名古屋港昭和ふ頭岸壁に係留中、本件

始動器盤から出火して付近の天井等に延焼したものと推定され

る。 

(2) 本件始動器盤の点検手順及び作業者の知識の状況 

本件始動器盤の点検手順は、次のことから、感電のおそれがあ

る危険な方法であったものと考えられる。 

  ① 本件始動器盤のＹ－Δ始動方式の電気回路の理解が曖昧で、

各ＭＣの作動状態を把握していなかった。 

② 本件始動器盤に電源を供給したままであった。 

③ ボールペンを右手に持ってＭＣ及び電気配線端子に触れた。 

④ 感電防止のための保護具が未着用であった。 

(3) 日頃の点検整備の状況 

機関長及び機関部乗組員は、次のとおりであったものと考えら

れる。 

① これまで本件油圧ポンプ、操舵装置等の運転に支障がなかっ

たことから、始動器盤の点検整備を行ったことがなかった。 

② ①のことから、始動器盤を長期間にわたって使用するとＭＣ

の主接点の傷みや可動部の作動不良が生じることに思い至らな

かった。 
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原因  本事故は、本船が、名古屋港に係留中、機関長及び機関部乗組員が

本件始動器盤の電気回路の理解が曖昧なまま点検を行ったため、機関

士が、Ｙ－Δ始動方式のΔ結線用ＭＣが接となった状態でＹ結線用 

ＭＣの主接点を押してしまい、異相間が短絡して過電流が流れて火花

が発生し、本件始動器盤から出火して船体に延焼したことにより発生

したものと考えられる。 

再発防止策 

 

 

 

 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害軽減に役立つ事項として、次

のことが考えられる。 

・機関長及び機関部乗組員は、定期的に大出力を要する甲板機械の

始動器盤に関する電磁接触器、配線用遮断器等の点検整備を行

い、接点や可動部に劣化がある場合には早めに交換すること。ま

た、電磁接触器の製造会社等に定期的な点検整備を依頼すること

が望ましい。 

・機関長及び機関部乗組員は、甲板機械の始動器盤に不具合が生じ

た場合、始動器回路図並びに始動及び運転の方式を十分に理解し

てから点検及び保守整備を行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県 

名古屋港高潮防波堤中央堤西灯台 

名古屋港 

事故発生場所 

（令和７年２月１３日 

０６時５０分頃発生） 

 

 

昭和ふ頭４１号岸壁 

名古屋市 

× 

× 

三重県 

第１区 


